
 図1   早産児におけるGER（D）の診断および治療の進め方	
GERD；gastroesophageal reflux disease，MII；multiple intraluminal impedance

『新生児栄養学』 正誤表

『新生児栄養学』（2014年7月20日　第1版第1刷）に誤りがありました。ここに深くお詫びいたし，
訂正申し上げます。

（2014年7月11日　メジカルビュー社編集部）

早産児
GER（D）の疑い

治療なし臨床症状
なし

あり

非薬物治療
少量頻回の授乳，増粘ミルク，体位

GERD
検査なし治療効果

あり

なし

検査
pHモニタリングor/and MII

GERD以外の診断に
対する検査GER（D）

なし

あり

薬物治療
制酸薬，消化管機能調整薬

治療継続
１～６カ月で中止治療効果

あり

なし or 副作用あり

GERDの薬物治療中止
症状に対するGERD治療以外の治療

p.229　図1   ※赤字が正しい記載です。


